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研究成果内容 ※「研究成果」、「展望」、「具体的な成果」について、簡潔に記述してください。 

【主な研究成果】 

本年度は、金属材料に電流を印加した際に生じる電子と原子の力学的相互作用に関する基礎検討を

行い、直流印加前後における微細組織変化の実験観察を実施した。マイクロスケールの微細組織観察

のみならず、TEMによるナノスケール微細組織も実施し、高分解能像により捉えることが可能な組織改

変機構の解明に貢献する予備成果を得た。 

 

【今後の展望】 

今後は、電流印加前後の事後観察（ex-situ）のみならず、その場観察（in-situ）を実施し、素過程を軸

にした電子風力による基礎物理の構築を試みる。特にチタン系材料に対して観察を実施し、その後に

異なる軽金属材料に対する汎用的知見構築を目指し、結晶構造、元素に対する易動度、変形能など

に対する共通項を見出すことを試みる。 

 

【具体的な成果】 
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注意事項 
・成果報告書はこの様式を用いて作成し、2026年5月15日（金）までにメール記載の専用URLよりアップロードく
ださい。 

・提出いただいた共同研究報告書は、先進軽金属材料国際研究機構共同研究報告（年報）を発行し、上記ホー
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